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戸田　貴子
　日本語教育実践研究（10）は早稲田大学で音声教育実践実習を行う非常にユニーク
な実践研究科目です。日本語教育研究科にこの科目が設置されて、本年度で6年目を迎え
ます。日本語教育研究センター設置の発音指導科目と連動しており、実習生は留学生を対
象とした発音クラスで音声教育実習を行います。初級後期から超上級に至るまで、体系的
に発音を学習し、定期的に練習する機会を提供している日本語教育機関は、おそらく早稲
田だけでしょう。この音声教育研究の場で、すでに多くの院生が発音指導の方法論を学び、
実践してきました。
　日本語教育実践研究（10）では、世界中どこで日本語を教えても、単にお手本として
のモデル音声を提供するだけではなく、自信を持って学習者のニーズに応える発音指導が
できる人材を養成しています。実際世界で活躍する修了生からも、現地で発音指導をして
いるという報告や実践研究が役に立ったという感想がメールで寄せられています。特に、
現地で開催されるスピーチコンテストの準備段階において、発音指導を任されることが多
いようです。この実践研究を体験した修了生が派遣先で音声教育を実践していくことによ
り、日本語教育現場における音声教育の発展に寄与してくれることを嬉しく思います。
　発音上の問題がコミュニケーション上の弊害になることを経験している日本語学習者も
多く、発音指導へのニーズが高まっています。しかし、教師経験や音声的知識のない日本
語母語話者による教室外でのコメントは漠然とした指摘にとどまり、学習者の発音が母語
話者と具体的にどのように異なるのかといった説明や、どのように発音したらよくなるの
かといった誤用訂正を得ることはできません。独学では発音の上達が期待できないことは
学習者もよく知っており、発音が上手になりたい学習者は教師による指導に期待していま
す。このため、教室外では得られることのできない発音指導において教師が指導方法を工
夫し、効率的な音声習得を支援していく必要があります。
　本書所収の「音声教育実践研究における院生の学び一自己評価と他者評価から得られ
た気付き一」では、この授業が協働学習の場になっており、「一つの共同体」として機
能している様子が実習生の立場から描かれています。本実践研究のシラバスはホームペ
ージ（http：〃www．£waseda．jp／toda／）に掲載されていますので、ご参照ください。
（トダ　タカコ・日本語教育研究科教授）
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